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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年8月2日(2018.8.2)

【公表番号】特表2017-518750(P2017-518750A)
【公表日】平成29年7月13日(2017.7.13)
【年通号数】公開・登録公報2017-026
【出願番号】特願2016-571250(P2016-571250)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2018.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ    9/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月21日(2018.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号５の野生型９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＬｅｕ４０８、
Ｔｙｒ４０９、Ｐｒｏ４１０およびＬｙｓ４７７と機能的に等価な位置に少なくとも一つ
のアミノ酸置換変異を含む、改変されたファミリーＢ古細菌ＤＮＡポリメラーゼであり、
ここで、該置換変異はＬｅｕ４０８Ａｌａ、Ｔｙｒ４０９Ａｌａ、Ｐｒｏ４１０Ｉｌｅお
よびＬｙｓ４７７Ｍｅｔと相同であり、ここで、該改変されたポリメラーゼは配列番号１
１と少なくとも８０％同一であるアミノ酸配列を含む、改変されたファミリーＢ古細菌Ｄ
ＮＡポリメラーゼ。
【請求項２】
　該改変されたポリメラーゼがサーモコッカス、パイロコッカスおよびメタノコッカスか
らなる群から選択される属由来である、請求項１に記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項３】
　Ｖｅｎｔ、Ｄｅｅｐ　Ｖｅｎｔ、９°ＮおよびＰｆｕポリメラーゼからなる群から選択
される、請求項１または２に記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項４】
　該改変されたポリメラーゼが９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＡｓｐ
１４１および／またはＧｌｕ１４３と機能的に等価な一以上の位置に置換変異をさらに含
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む、請求項１～３のいずれかに記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項５】
　９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＡｌａ４８５と機能的に等価な位置
に置換変異をさらに含む、請求項１～４のいずれかに記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項６】
　改変されたポリメラーゼが９°Ｎポリメラーゼアミノ酸配列におけるＡｌａ４８５Ｌｅ
ｕまたはＡｌａ４８５Ｖａｌと機能的に等価な置換変異を含む、請求項５に記載の改変さ
れたポリメラーゼ。
【請求項７】
　さらに９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＣｙｓ２２３と機能的に等価
な位置に置換変異を含む、請求項１～６のいずれかに記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項８】
　改変されたポリメラーゼが９°Ｎポリメラーゼアミノ酸配列におけるＣｙｓ２２３Ｓｅ
ｒと機能的に等価な置換変異を含む、請求項７に記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項９】
　さらに９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＴｈｒ５１４と機能的に等価
な位置に置換変異を含む、請求項１～８のいずれかに記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項１０】
　改変されたポリメラーゼが９°Ｎポリメラーゼアミノ酸配列におけるＴｈｒ５１４Ａｌ
ａまたはＴｈｒ５１４Ｓｅｒと機能的に等価な置換変異を含む、請求項９に記載の改変さ
れたポリメラーゼ。
【請求項１１】
　さらに９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＩｌｅ５２１と機能的に等価
な位置に置換変異を含む、請求項１～１０のいずれかに記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項１２】
　改変されたポリメラーゼが９°Ｎポリメラーゼアミノ酸配列におけるＩｌｅ５２１Ｌｅ
ｕと機能的に等価な置換変異を含む、請求項１１に記載の改変されたポリメラーゼ。
【請求項１３】
　配列番号２９と少なくとも８０％同一であるアミノ酸配列を含む組み換えＤＮＡポリメ
ラーゼであり、配列番号２９の９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＬｅｕ
４０８、Ｔｙｒ４０９およびＰｒｏ４１０と機能的に等価な位置でのアミノ酸置換変異、
ここで、該変異はそれぞれＬｅｕ４０８Ａｌａ、Ｔｙｒ４０９ＡｌａおよびＰｒｏ４１０
Ｉｌｅと相同である、および９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＬｙｓ４
７７と機能的に等価な位置でのアミノ酸置換変異を含む、組み換えＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項１４】
　配列番号３１と少なくとも８０％同一であるアミノ酸配列を含む組み換えＤＮＡポリメ
ラーゼであり、配列番号３１の９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＬｅｕ
４０８、Ｔｙｒ４０９およびＰｒｏ４１０と機能的に等価な位置でのアミノ酸置換変異、
ここで、該変異はそれぞれＬｅｕ４０８Ａｌａ、Ｔｙｒ４０９ＡｌａおよびＰｒｏ４１０
Ｉｌｅと相同である、および９°Ｎ　ＤＮＡポリメラーゼアミノ酸配列におけるＬｙｓ４
７７と機能的に等価な位置でのアミノ酸置換変異を含む、組み換えＤＮＡポリメラーゼ。
【請求項１５】
　改変されたポリメラーゼが配列番号１１と少なくとも９０％、少なくとも９５％または
少なくとも９９％同一のアミノ酸配列を含む、請求項１～１２のいずれかに記載の改変さ
れたポリメラーゼ。
【請求項１６】
　組み換えＤＮＡポリメラーゼが配列番号２９と少なくとも９０％、少なくとも９５％ま
たは少なくとも９９％同一のアミノ酸配列を含む、請求項１３に記載の組み換えＤＮＡポ
リメラーゼ。
【請求項１７】



(3) JP 2017-518750 A5 2018.8.2

　組み換えＤＮＡポリメラーゼが配列番号３１と少なくとも９０％、少なくとも９５％ま
たは少なくとも９９％同一のアミノ酸配列を含む、請求項１４に記載の組み換えＤＮＡポ
リメラーゼ。
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